
　
　
　
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
の
深
刻

　
　
　
化
、
社
会
全
体
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
や
Ｉ
Ｔ
技
術
の
発
達
な
ど
、
近
年
、

社
会
は
急
速
に
変
化
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
さ
ら
に
急
激
な
変
化
も
予
想
さ

れ
、
今
の
常
識
で
は
測
り
得
な
い
、
予

測
が
困
難
な
時
代
が
来
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
相
ま
っ

て
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
や

学
校
が
抱
え
る
課
題
も
、
ま
す
ま
す
複

雑
化
、
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
時
代
に
お
い
て
、
子
ど
も

た
ち
や
学
校
の
抱
え
る
課
題
の
解
決
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
成

長
の
た
め
に
は
、
学
校
、
家
庭
、
地
域

が
協
力
し
合
い
、
社
会
総
掛
か
り
で
取
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今回の特集は、コミュニティ・スクール
学校を核として、学校運営に地域の声を取り入れながら
みんながつながり、みんなで子どもを育む仕組みです

学校、 家庭、 地域が力を合わせ
未来を担う子どもを育てる

■問教育研修課（☎231–2310）

共にある学校
少

●自己肯定感や他人を
思いやる心が育つ

●地域の担い手として
の自覚が高まる

●地域の方の理解と協
力を得た学校運営

●地域人材を活用した
教育活動の充実

●学校や地域に対する
理解が深まる

●地域の中で子どもたち
が育てられる安心感

●経験を生かすことの
生きがい・自己有用感

●学校を核とした地域
ネットワークの形成

子ども 保護者

教職員 地域の方

コミュニティ・スクールの取り組みの魅力



り
組
ま
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
の
仕
組
み
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
は
学

校
運
営
協
議
会
の
あ
る
学
校
を
指
し
ま

す
。
学
校
運
営
協
議
会
で
は
、
保
護
者

や
地
域
の
方
が
委
員
と
な
り
、
学
校
運

営
や
必
要
な
支
援
に
関
す
る
協
議
を
行

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
と
は
、
学
校
、
家
庭
、
地
域

の
方
が
力
を
合
わ
せ
て
学
校
の
運
営
に

取
り
組
む
仕
組
み
、
と
い
う
こ
と
も
で

き
ま
す
。
そ
の
仕
組
み
を
生
か
し
、「
ど

の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
の
か
」、

「
何
を
実
現
し
て
い
く
の
か
」な
ど
の
目

標
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
、
互
い
に
連

携
、
協
働
し
、
地
域
と
共
に
あ
る
学
校

を
目
指
し
ま
す
。

　
現
在
、
本
市
で
は
す
べ
て
の
市
立
学

校（
市
立
小
・
中
学
校
、
下
関
商
業
高
校
）

に
お
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
先
進

的
な
取
り
組
み
で
、
全
国
的
に
も
注
目

を
浴
び
て
い
ま
す
。

地
域
の
役
割
と
責
任

　
こ
の
こ
と
に
詳
し
い
市
立
大
学
の
天

野
か
お
り
准
教
授
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
仕
組
み

が
正
し
く
機
能
す
る
た
め
に
は
、「
地
域

と
学
校
は
互
い
に
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

認
め
合
い
、
信
頼
を
築
い
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
」と
話
す
天
野
准

教
授
。「
地
域
は
、
教
育
を
学
校
に
任
せ

き
り
に
す
る
の
で
は
な
く
、
教
育
の
責

任
を
学
校
と
分
か
ち
合
う
覚
悟
が
必
要

で
す
」。
ま
た
、
学
校
側
に
も
地
域
の
方

を
受
け
入
れ
る
覚
悟
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

「
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
同
じ
ビ
ジ
ョ
ン

を
共
有
し
、
学
校
が
や
る
べ
き
こ
と
、

家
庭
が
責
任
を
持
つ
べ
き
こ
と
、
地
域

が
引
き
受
け
支
援
す
べ
き
こ
と
を
、
そ

れ
ぞ
れ
が
責
任
を
持
っ
て
実
践
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

支
援
か
ら
連
携
、
協
働
へ

　
ま
ず
は
、
地
域
の
方
が
学
校
を
支
援

す
る
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切

で
す
が
、「
そ
の
次
の
段
階
と
し
て
、
支

援
す
る
と
い
う
形
か
ら
、
地
域
と
学
校

が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
連
携
、
協
働
す

る
と
い
う
形
へ
移
行
し
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
」。
そ
の
た
め
に
は
、
地
域
の
体

制
づ
く
り
が
必
要
と
な
り
ま
す
。「
そ
れ

ぞ
れ
で
活
動
し
て
い
た
地
域
の
方
や
各

種
団
体
が
横
に
つ
な
が
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
築
き
、
そ
れ
を
取
り
ま
と
め
る
組

織
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
。
そ
れ
に
よ

り
、
地
域
の
人
材
や
資
源
な
ど
、
そ
の

特
性
を
生
か
し
た
学
校
づ
く
り
が
可
能

と
な
り
ま
す
」
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下関市立大学
経済学部

天野 かおり
准教授

校　長学校運営協議会
（委員）保護者代表・地域住民など

学校運営や必要な
支援に関する協議

コミュニティ・スクールの仕組み

学校運営の
基本方針

学校運営・
教育活動

協議の結果に
関する情報提供 意見

学校応援団
ふるさと下関協育ネット、公民館、地域企業、まちづくり協議会、ボランティア・PTAなど

コミュニティ・スクール

学校支援

承認

意見

説明

説明

地域貢献

保護者・地域住民など

コーディネーター
（学校と地域社会をつなぐ）

【特集】

地域と



　
　
　
司
小
学
校
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

　
　
　
ス
ク
ー
ル
は
王
司
地
区
ふ
る
さ

と
協
育
ネ
ッ
ト「
よ
う
き
た
ね
～
」を
中

心
に
、
王
司
ま
ち
づ
く
り
の
会
と
連
携

し
な
が
ら
豊
か
な
心
を
育
む
教
育
活
動

の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
３

年
生
が
王
司
地
区
の
夏
祭
り「
神
田
川
ま

つ
り
」の
由
来
や
、
ま
つ
り
に
関
わ
る
地

域
の
方
の
願
い
に
つ
い
て
学
習
す
る
な

ど
、
地
域
の
素
材
や
人
材
を
生
か
し
た

体
験
学
習
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点

　
王
司
小
学
校
の
竹
中
校
長
に
話
を
伺

い
ま
し
た
。「
学
校
を
応
援
し
て
く
だ
さ

る
地
域
の
方
が
学
校
で
集
ま
る
こ
と
も

多
く
、
学
校
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
」と

竹
中
校
長
。「
親
同
士
は
も
ち
ろ
ん
、
教

職
員
や
地
域
の
方
な
ど
が
世
代
を
超
え

て
、
学
校
で
出
会
い
、
つ
な
が
っ
て
い

く
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
ス
ム
ー

ス
に
進
ん
で
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
」

　
学
校
の
活
動
を
支
援
す
る
地
域
の
方

の
中
に
は
い
ろ
い
ろ
な
技
術
、
能
力
を

持
っ
た
方
も
多
く
、「
児
童
が
地
域
の
方

か
ら
生
け
花
や
琴
を
教
え
て
い
た
だ
い

た
こ
と
も
あ
り
、
学
校
だ
け
で
は
で
き

な
い
よ
う
な
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
」

自
己
肯
定
感
と
地
域
へ
の
愛
着

　
地
域
の
大
人
が
学
校
に
入
り
、
子
ど

も
た
ち
と
接
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た

ち
は
社
会
性
を
身
に
付
け
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、「
王
司
村
塾
な
ど
も
そ
う
な
の
で

す
が
、
親
や
学
校
の
先
生
以
外
の
大
人

が
褒
め
て
く
れ
る
、
と
い
う
の
は
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
非
常
に
う
れ
し
い
こ

と
な
ん
で
す
」と
竹
中
校
長
。「
自
信
に

も
つ
な
が
り
ま
す
し
、
子
ど
も
に
よ
っ

て
は
、
そ
こ
に
居
場
所
を
見
つ
け
る
こ
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校長竹中 謙二
王司小学校

さん

　以前、王司小の児童から「クラブ活動で生け花をして
みたい」という声があり、先生方から相談を受けたこと
があります。その時は、生け花経験のある地域の方に声
を掛けたところ、ぜひ協力したいという話をいくつもい
ただき、学校に紹介して、うまくことが進みました。現
在、生け花クラブを行っています。逆に地域の方から「子
どもたちに琴を教えたい」という話があり、学校に相談
したところ、音楽の授業の中で、その機会を設けてもら

うことができました。
　王司には、いろんな才
能、能力のある方がたく
さんいて、皆さん学校に
協力してくれます！

ミュニティ・スクールのコーディネーターとして、
学校と地域の方とをつなぐ活動をしています。コ 員や保護者とは違う第三者として、地域の方が学

校に関わることは、学校にとっても子どもたちに
とっても、価値のあることだと思います。先生たちのフォ
ローもできますし、学校の問題を客観的に見ることもで
きます。いろんな意見の中から妙案が生まれてもきます。
　私は自治会の関係にも携わっているのですが、まちづ
くりと学校は密接に関わっていると感じています。学校
は、まちづくりの核になる存在。学校に元気のない地域
が活性化することはありません。王司地区はボランティ
アに積極的な方が多く、学校の困りごとなどがあれば、
すぐに数十人規模で人が
集まります。地域で子ど
もを育てる、という意識
が根付いているように感
じますね。

教

王司小学校
学校運営協議会

会長藤井 勲

王司小学校　
コーディネーター

縄田 牧子 さん

コミュニティ・スクールの活動事例として
このページでは王司小学校を紹介します

事例1【特集】

地域と共にある学校

学校はまちづくりの核！

王

Voice

Voice

地域と学校をつなぎます！



と
も
あ
り
ま
す
」。
子
ど
も
に
と
っ
て
大

切
な
自
己
肯
定
感
の
高
ま
り
に
も
期
待

で
き
る
と
話
し
ま
す
。

　
保
護
者
か
ら
は「
子
ど
も
が
地
域
の

方
へ
の
感
謝
の
言
葉
を
話
す
よ
う
に
な

っ
た
」「
子
ど
も
か
ら
地
域
へ
の
愛
着
を

感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
」、
地
域
の
方
か

ら
は「
子
ど
も
た
ち
が
喜
ん
で
い
る
姿
を

見
る
と
元
気
を
も
ら
え
る
」と
い
っ
た
声

が
届
い
て
い
る
そ
う
で
す
。「
あ
り
が
た

い
言
葉
を
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
て
い

ま
す
」と
竹
中
校
長
。「
花
壇
整
備
や
草

刈
り
な
ど
、
本
当
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
お
手
伝
い
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
で
、
教
職
員
に
も
余

裕
が
生
ま
れ
、
今
ま
で
以
上
に
授
業
や

子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
う
こ
と
に
、
力

を
注
ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
」
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に１度、「たんぽぽのはら」というサークルで、子
どもたちに読み聞かせを行っています。子どもた

ちが本当に喜んでくれるので、私たちもうれしいですね。
　サークルが始まったのは約 20年前で、当時は私の子
どもも王司小に通っていました。わが子が卒業した後も
続けているのは、子どもたちのために何かできることが
あればという思いや、純粋に子どもたちの笑顔が見たい
という気持ちからです。サークルには、お孫さんやひ孫
さんがいるメンバーもいます。メンバーみんな、子ども
たちから元気をもらって頑張っています。学校外で子ど

もたちに出会った時、私か
らあいさつすることもあれ
ば、子どもたちから話しか
けてくれることもあり、本
当にうれしいですね。

週

王司小学校で
読み聞かせを行う

さん磯部 恵

どもたちは、地域の方とふれあうことで、大人と
のコミュニケーションの取り方を学んでいるよう

に見えます。親や先生以外の大人と接する機会はあまり
ないので、大切な時間だと思います。地域の方も子ども
たちの顔を覚えてくれて、街で会ったときにも声を掛け
てくれるので、心強いですね。
　王司小では、授業参観や懇談会の間、地域の方が預か
り保育をしてくれます。幼い弟妹がいるとゆっくり授業
参観に参加することができませんが、その間だけでも弟
妹を見てもらえるので、すごく助かります。
　これをきっかけに、地
域の方とのつながりもで
き、ベテランのお母さん
に子育て相談をする保護
者の方もいるんですよ。

子

王司小学校 ＰＴＡ

会長村田 知之

　８月21・22日、希望した子どもたちを対象に、夏休みの王司村塾
が開催されました。子どもたちが分からないところや苦手なところ
を、地域のボランティアの方から教えてもらいます。
　書道など自分が準備した夏休みの宿題や自主学習に集中して取り
組みました。21日の休憩時間には、牛乳パックとストローを使った
竹とんぼ「ストロンボ」を地域の方と一緒に作りました。

王司村塾に参加しました。分からない
問題を地域の方がいつも優しく教えて
くれます。王司村塾以外にも、地域の
方から王司踊りを教わったり、地域の
昔の話などを聞かせてもらったりする
こともあり、王司のことがよく分かっ
て楽しいです。街で会うとあいさつを
してくれるのもうれしいです。

王司小学校５年生 近藤 優衣 さん

王司村塾地域の皆さんに
勉強を教わる！

地域の方は心強い存在！Voice
Voice

笑顔に元気をもらえます！



市立大の学生が教える！
にじいろ算数大作戦

事例

事例2

3

菊
川
中
学
校
区
　
熟
議

　　　月 29・30日、市立大学で同大の学生
　　　が小学生に算数を教える「にじいろ算
数大作戦」が開催されました。山の田中学校
区の小・中学校を支援する「山の田中学校区
にじいろネット」が、同大学の協力で毎年夏
休みに行っており、今年で６回目。教員を目
指す同大生 37人と近隣の山の田小学校と生
野小学校の５年生約 130人が参加しました。
　企画を担当した同大３年生、馬場園友吏江
さんに話を伺いました。「５月から準備して
大変なことも多かったけど、子どもたちがニ
コッと笑ってくれたりする反応を見て、頑張 
った甲斐があったと思いました。指導した学
生は学校の先生を目指しているので、いい経
験ができたと思います」。山の田小学校の小屋
遼太朗くんは「ひっ算をした後の小数点の位置
について、大学生のお兄さんから分かりやす
く教えてもらいました。２学期に向けて、や
る気が出ました」と話してくれました。

８

学校や家庭、地域の方などが、子どもた
ちの教育の当事者として、「熟慮」と「議
論」を重ねながら課題解決を目指すもの。
「熟議」をすることで、お互いの立場や果
たすべき役割に応じた解決策や方策が洗
練され、それぞれが納得して自分の役割
が果たせるようになります。

※熟議

ア
　
　
　
ブ
ニ
ー
ル
で
、
８
月
３０
日
、
菊

　
　
　
川
中
学
校
区
教
育
懇
談
会（
熟
議

※
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
菊
キ
ク
ネ
ッ

ト
と
菊
川
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
共
催
で
、

菊
川
地
区
の
小
・
中
学
生
、
高
校
生
、

そ
の
保
護
者
や
教
職
員
、
地
域
の
方
な

ど
、
約
１３０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
熟
議

は「『
学
び
の
町
菊
川
』を
実
現
す
る
た

め
に
」を
テ
ー
マ
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形

式
で
行
わ
れ
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
討
議

し
た
結
果
を
発
表
。「
ア
ブ
ニ
ー
ル
を
学

び
の
町
菊
川
の
拠
点
に
す
べ
き
」「
教
師

は
も
っ
と
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
す
べ
き
」な
ど

の
意
見
が
挙
が
り
ま
し
た
。

　
菊
キ
ク
ネ
ッ
ト
の
德
吉
眞
次
会
長
に

話
を
伺
い
ま
し
た
。「
菊
川
の
皆
さ
ん

は
地
域
に
対
す
る
思
い
が
強
い
の
で
、

議
論
も
白
熱
し
て
い
ま
し
た
し
、
い
い

意
見
が
た
く
さ
ん
出
て
い
ま
し
た
。
今

後
の
参
考
に
し
た
い
で
す
ね
」と
德
吉
会

長
。「
今
回
、
初
め
て
子
ど
も
た
ち
も
参

加
し
た
の
で
す
が
、
大
人
も
驚
く
よ
う

な
鋭
い
意
見
も
出
て
、
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
続
け
た
い
で
す
ね
」

　
熟
議
に
参
加
し
た
菊
川
中
学
校
３
年

生
の
山
本
遥
己
く
ん
は「
地
域
の
皆
さ

ん
が
、
真
剣
に
ぼ
く
た
ち
の
こ
と
、
学

校
の
こ
と
を
考
え
て
く
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
感
動
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の

思
い
を
学
校
に
持
ち
帰
り
、
み
ん
な
に

伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
」と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。



地域の皆さんが勉強を教える！
内日小学校　サマースクール
　　　日地区では、小・中学校合同で学校運営協議会を行
　　　っています。その中で「学びプロジェクト」「心プロ
ジェクト」「健康プロジェクト」の３つのプロジェクトを組織
し、さまざまな活動をしています。「心プロジェクト」の取
り組みの一つとして行っているのが「地域あいさつ運動」で
す。地域の方が通学路に立って児童・生徒にあいさつを行
うもので、参加される方も増え、盛り上がりを見せています。
　学びプロジェクトの一環として、地域ボランティアの皆
さんが子どもたちに勉強を教える「内日小学校　サマース
クール」が、８月26・27日に開催されました。
　参加した同地区の寺戸由美子さんに話を伺いました。
「学校に対して、敷居の高いイメージがあり、少し遠慮す
る気持ちもありましたが、実際に参加してみると、子ども
たちはかわいくて素直で、楽しい時間を過ごすことができ
ました」と寺戸さん。「問題が思っていたよりも難しくて、
頭の体操にもなりました」と笑います。
　参加した６年生の岩本拓磨くんは、「すごく丁寧に教え
てもらいました。普段から知っている地域の方に勉強を教
わるのは少し不思議な感じがあったけど、優しく教えても
らってうれしかったです」と話してくれました。

事例4

地域の拠点、まちづくりの拠点である学校
学校を盛り上げることが地域の活性化につながります

地域と共にある学校
【特集】

内

一
緒
に
学
校
を
応
援
し
ま
せ
ん
か

　
今
回
紹
介
し
た
事
例
以
外
に
も
、
各

学
校
、
地
域
な
ど
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
の
仕
組
み
を
生
か
し
た
活
動

は
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
力
を
合
わ
せ
、

子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
、

学
校
だ
け
で
な
く
、
地
域
全
体
の
活
性

化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
地
域

の
方
が
積
極
的
に
応
援
し
て
く
れ
る
姿

は
、
子
ど
も
た
ち
の
地
域
へ
の
愛
情
に

大
き
く
影
響
し
ま
す
。
地
域
に
愛
着
を

持
っ
た
子
ど
も
た
ち
こ
そ
、
こ
の
ま
ち

の
次
の
担
い
手
に
な
る
の
で
す
。

　
地
域
の
方
の
協
力
が
こ
の
ま
ち
の
未

来
を
明
る
く
し
ま
す
。
ま
ず
は
一
度
、

学
校
を
訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

7 市報しものせき　10月号


	201910-p02-03
	201910-p04-05
	201910-p06-07

